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ボーリング柱状図
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発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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42.69 0.20 0.20 盛土(砕石
）42.44 0.25 0.45
埋土（火
山灰質シ
ルト）
(MV)

41.19 1.25 1.70

有機質ロ
ーム
(O)

40.89 0.30 2.00 ローム
(Lm)

40.09 0.80 2.80

鹿沼軽石
(Pm)

39.59 0.50 3.30

ローム
(Lm)

39.39 0.20 3.50 砂混じり
火山灰質
シルト
(MV-S)38.89 0.50 4.00

砂混じり
シルト
(M-S)

38.39 0.50 4.50

砂質シル
ト
(MS)37.69 0.70 5.20

砂混じり
有機質シ
ルト
(MO-S)

37.09 0.60 5.80

砂混じり
粘土質シ
ルト
(MC-S)

36.74 0.35 6.15

シルト質
砂
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33.44 3.30 9.45
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礫

切砕0-40主体。やや締まっている
。
有機質シルト主体で、多少、ガラ
が
混じっている。
腐植を多量に含むロームで、風化
しており粘土化している。ところ
どころに火山砕屑物が混じる。

細粒状を呈するロームで、炭化物
砕屑物はほとんど見られない。
径1～30mm程の砕片状を呈し、団
粒
状に固結している。黄色・白色の
発泡性の粒子に支配され、わずか
に1mm程の炭化物が混じっている
。
風化著しく、粘土化している。
粘土化が一段と進行したローム。
ところどころ凝灰質を帯びる部位
が見られる。粘性強い、著しく
軟質である。
ローム起源のシルトを主体とし、
全体に細砂が混じっている。
細砂を10％程混入したシルトより
なる。シルトは河成堆積物起源。
細砂を30％程混入したシルトより
なる。
細砂を20％程度混入したシルト
分解度の進んだ腐植を多量に
混入している。
中くらいのコンシステンシーを有
す
るシルトからなり、やや粘性を有
す
細砂を10%程混入している。
シルトを30%程混入した砂で、上
部
は細砂優勢で下部に従い粗砂が優
勢となるが、全体に不均質である
。
径2～5mmの円砂礫を主体とする
礫で
稀に10～30mmの礫が分布してい
る。
礫間は細砂・粗砂が混じる不均質
な砂で充填されており、ややルー
ズな性状を呈する。
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